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『アイビーをつくった男～石津謙介の知られざる功績』（花房孝典・著）を発刊。 

日本のアイビー文化を創造したレジェンドの軌跡、復刊！ 

 

インプレスグループで鉄道・旅・自然メディア事業を展開する株式会社天夢人（本社：東京都港区、

代表取締役社長：唐島夏生）は、2018 年 1 月 19 日に『アイビーをつくった男～石津謙介の知られざ

る功績』を刊行します。 

 

   

 

 

 

 本書は 2007 年に三五館から発行された『アイビーは、永遠に終わらない～石津謙介の知られざる功

績』のリメイク、復刊本です。現在は絶版となっていますが、今なおアイビー、ヴァン・ヂャケット

の人気は衰えず、石津が残した功績は、日本ファッション界のみならず広く影響を与えてきました。 

社会現象として語られる「石津謙介」と「VAN」。本書は戦後の日本を不死鳥のように駈け抜けた石津

の真の姿を伝える渾身の評伝で、ともに時代を駆けぬけた筆者でしか書けない石津謙介読本です。 

低迷している文化状況のなかで、人間・石津謙介から何を学ぶべきなのか──。その突破口となる答

えが本書にあります。本書では、石津氏は筆者の言葉を借りて、若かりし日の夢を語り、老熟した文

http://temjin-g.com/


化論を展開します。そのビジョンは今なお色あせず、未来を予見する力を秘めています。石津謙介の

思想は今も生き続けているのです。  
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●筆者プロフィール 

花房孝典（ハナフサ・タカノリ） 

作家・評論家。1946 年、名古屋生まれ。慶應義塾大学法学部卒業。雑誌『ホットドッグプレス』の創

刊メンバーで同誌名の案出者。著書に『柳』『コリア・ビギナーズ・ブック』『銀座の歩き方』などが

ある。音楽や雑誌文化にも造詣が深く、関連寄稿も多数。 

 

 
【株式会社天夢人】http://temjin-g.com/ 

2007 年設立。現在『旅と鉄道』（発売：山と溪谷社）と『SINRA』（発売：新潮社）の 2 誌を発行しています。歴史や民

俗、鉄道や文化遺産、食文化や音楽などを見聞し、伝える雑誌や書籍を発行・編集し、豊かな人生をおくるための生活

情報を発信していきます。 

 

【インプレスグループ】 http://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス(本社：東京都千代田区、代表取締役：唐島夏生、証券コード：

東証 1部 9479)を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「モバイル

サービス」を主要テーマに専門性の高いコンテンツ＋サービスを提供するメディア事業を展開していま

す。2017年 4月 1日に創設 25周年を迎えました。 

以上 

 

【本件に関するお問合せ先】 

株式会社天夢人 担当：野口芳江（編集部） Tel: 03-6413-8755  

E-mail= noguchi@temjin-g.com 

URL= http://temjin-g.com 
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